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気仙沼道路の横断橋とトンネルを現場見学
～土木学会会員が(仮称)気仙沼湾横断橋と(仮称)気仙沼第２号トンネルを見学～

（仮）気仙沼IC（気仙沼市松崎高谷）から（仮）唐桑南IC（気仙沼市唐桑町只
越）までの延長約９ｋｍをつなぐ気仙沼道路の区間において、技術者から特に注
目される「（仮称）気仙沼湾横断橋」と「（仮称）気仙沼第２号トンネル」の工事
現場を土木学会の関係者に見学していただくこととなりました。

仙台河川国道事務所では、復興道路と位置づけられている三陸沿岸道路におい
てこうした現場見学会を積極的に開催しています。今回は特に土木技術者の専門
家を中心としたグループの見学会となっております。

三陸沿岸道路は、延長３５９㎞の自動車専用道路（鳴瀬奥松島ＩＣ以北は無料）であり、
東日本大震災からの早期復興を図るリーディングプロジェクト（復興道路）として位置づけられ
ています。

また、三陸沿岸道路の開通により、平時においては地域の暮らしや産業を支えるとともに、災
害時には緊急輸送道路としての信頼性向上が期待されます。

記

■ 実施日時 平成２７年９月３日（木） １５：００～（２時間程度）

■ 集合場所、時間 『海の市』気仙沼市魚市場前７－１３
１４：４５集合後、現場まで先導します

■ 見学場所 ①（仮称）気仙沼湾横断橋 １５：１０頃～
②（仮称）気仙沼第２号トンネル １６：１０頃～

■ 参加者 土木学会の会員及び関係者

【発表記者会：宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会、気仙沼記者クラブ】

問 い 合 わ せ 先

《事業及び現場見学会についてはこちら》

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所
電話 ０２２－２４８－４１３１(代)

たぐち かずひろ

副 所 長 田口 和弘（内線205）
ししど ひでお

設計課長 宍戸 英雄（内線461）

《土木学会の問い合わせについてはこちら》
土木学会研究事業課 はしもと たかし

電話 ０３－３３５５－３５５９ 橋本 剛志

【三陸沿岸道路HP】 http://www.thr.mlit.go.jp/sendai/douro/fukkou/index.html



案内図 現地視察会

対象者 土木学会地震工学委員会　地震防災技術普及小委員会　第３WG

集合場所  「海の市」　宮城県気仙沼市魚市場前7-13

「海の市」 気仙沼市魚市場前7‐13
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気仙沼湾横断橋（仮称）
P11橋脚施工個所
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(仮称)気仙沼湾横断橋の概要



(仮称)気仙沼第２号トンネルの概要
▼終点側抗門部のイメージ

▼トンネル断面図

▼拡幅部概要説明

▼トンネル設備のイメージ
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◆トンネル概要
○延長 ： 1,167m

(標準部969.3m+拡幅部197.7m)
○断面 ： 約94m2（標準部）
○幅員 ： 12.00m（標準部）

(1.75-3.50-1.50-3.50-1.75)
13.25m（非常駐車帯）
（3.00-3.50-1.50-3.50-1.75）

○抗門形式 ： 面壁式

◆主な土質
○土質 ： 中生代 ジュラ紀 小々汐層

（砂岩、粘板岩、粘板岩互層）

◆主な特徴
○トンネル終点部に唐桑南ICオンランプの
合流車線（１車線）が含まれ３車線となり
拡幅断面となっている



気仙沼道路の整備効果


